
 

 

 

 

 

 

 
令和７年度に向けて 

〜学校評価のご協力ありがとうございました〜 
 校長 佐 藤 裕 哉 

 

学校は、客観的な視点から、特に保護者の皆様からの視点で教育活動を

見つめ直すことも大切だと考えております。昨今の教育情勢や法令等を踏

まえると対応困難な部分もあることはご理解いただきつつ、可能な範囲で

積極的に改善を図っていくことは学校の責務であると考えます。 

 

さて、この度の学校評価では、特に運動会についてのご意見が多数を占

めておりました。今後、詳細については職員で検討を重ねてまいりますが、

いただいたご意見を踏まえた上での、現時点の校長の方針をお伝えいたし

ます。 

 

【次年度の運動会について】 
 ○午前開催は継続 

 ○より一層、子供たちが力を発揮できるような種目 

 ○より一層、分かりやすい種目 

○より一層、観客席が盛り上がるような種目 

 ○より一層、勝敗や協力を感じ合える工夫 

 ○PTAの協力なしで運営できる工夫（応援に集中していただく） 

 

その他、本校の教育活動に対しまして、改善を求めるご意見や、励まし

や感謝のご意見も頂戴しました。いただいたご意見をそれぞれ精査し、今

後の学校改善に繋げてまいります。お忙しい中ご回答いただきましたこと

に、あらためてお礼申しあげます。ありがとうございました。 

 

一 誠 
■■ 学校の教育目標 ■■ 

○よく考え進んで学ぶ子 

○明るく心の豊かな子 

○じょうぶでたくましい子 
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学校だより ＮＯ．９ 新ひだか町立高静小学校 

HP の QRコード 



★学校評価のいくつかの項目について、結果をお知らせします。 

 

【基準の詳細】 

4＝十分に達成 3＝ある程度達成 2＝やや不十分 1＝不十分 

①ICT を活用する力がアップしたか。 

項目 1・2の割合 3・4の割合 補足 

教員 17.6％ 82.4％ 授業スキルが向上 

児童 9.3％ 90.7％ 児童の活用力が向上 

保護者 16.5％ 83.5％ 学校のＩＣＴ活用 

 

④ICT 活用による業務改善 

項目 1・2の割合 3・4の割合 補足 

教員 11.8％ 88.2％ 授業以外の業務量が軽減 

保護者 15.1％ 84.9％ 連絡やアンケートへの活用 

 

⑨多様性を認め合う力 

項目 1・2の割合 3・4の割合 補足 

教員 2.9％ 97.1％ とくになし 

児童 9.3％ 90.7％ とくになし 

保護者 14.0％ 86.0％ とくになし 

 

今年度とくに力を入れて取り組んでいる「ＩＣＴ機器の活用」につきま

しては、保護者も児童も教職員より高く評価していただきうれしく思いま

す。また、励みにもなります。今後も児童のＩＣＴ活用力の向上に向けて

取り組むとともに、業務改善にもより一層力を入れてまいります。 

 

多様性を認め合う力につきましても、全体的に高評価の割合が高く、高

静小学校のよさの 1つであると考えております。今後も学校教育のあらゆ

る場面を通して児童に対する働きかけを継続してまいります。 


